
（別紙３）

～ 2026年2月19日

（対象者数） 16 （回答者数）
13

～ 2026年2月20日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ご家庭や学校、他事業所などで教室内で獲得されたスキル

を活かせるように働きかける。

・より生活を意識した活動やスキルのを学ぶ機会を増やす。

2

・ご自宅でもトークンを用いた取り組みができるようにご家

族と連携する。

・ご家族と連携しご褒美を待てる時間を伸ばす事ができるよ

うな支援を行う。

3

・支援の実践報告会を行うことで支援の一連の流れを社内で

共有できるようにする。

・新人スタッフの研修内容を充実させる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者会の目的や内容について改めて周知を行う。

・安定して実施できる体制を整備する。

・保護者会を担当できるスタッフの育成を進める。

2

・保護者を対象にアンケートを実施し、学びたい内容やニー

ズを把握する。

・ニーズを踏まえた内容を検討し、スタッフの準備・学習機

会を設ける。

・継続的に実施できる体制を整備する。

3

・小集団実施に向けた学びの機会を改めて設ける。

・小集団に対するニーズや希望を把握する。

・安定して提供できる体制を整備する。

成人支援の経験があるスタッフがいるため、将来の自立や社

会生活を見据えた助言・支援を意識して提供することができ

る。

・より自立を意識した支援や意思決定を尊重した支援を行っ

ている。

・お金や余暇活動など一人で生活するために必要なスキルを

学ぶ機会を設けている。

・スケジュールを柔軟に扱えるように変化・追加・中止など

をセッションでも行うようにしている。

前向きに学ぶ事ができるように楽しみを用意している。

・課題や活動を設定するだけでなく、より前向きに取り組め

るようにトークンを用いています。

・ご褒美を選択できるようにしています。定期的にご家族と

連携しながら内容を更新しています。

研修や事例検討など、スタッフの成長につながる学びの機会

を充実している。

・社内研修やオンライン研修を定期的に受講できる体制を整

えています。

・職員同士が助言・相談し合える体制を整え、組織全体で支

援力の向上に取り組んでいます。

小集団の場面が十分に提供できていない。

・小集団療育を実施する機会が少なく、事業所としての経験

が十分とはいえない。

・時間帯や発達状況を踏まえた適切なペアリングが難しい。

・体制面の課題により、継続的な提供が困難であった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会の実施回数が十分ではない。

・体制面の課題により、希望があっても実施が難しい状況が

あった。

・保護者会を担当できるスタッフが限られている。

・実施可能な時間帯が限られており、選択肢の一つとして定

着していない。

小学生の保護者向けの学びの機会が十分に確保できていな

い。

・保護者ニーズの把握が十分にできていない。

・体制面の課題により、企画・実施が困難であった。

・小学生の保護者向け研修の実施経験が少ない。

2026年1月30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 個別療育センター 結いの虹 昭和町教室

○保護者評価実施期間
2026年1月30日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


